









































































































































患者と家族の思いの違いへのジレンマ  5. 多忙な業務で患者を振り返れないもどかし
さ、6. 患者との関りを表出する場があることへの思いであった。【考察】看護師は死
期を早めるのではないかという恐怖や罪悪感がストレスとなっている一方で、学習
会などでは昇華されない自身の思いを病棟のスタッフと共に表出する機会を経て気
持ちを楽にしていた。更にこうした機会が良い看護を患者、家族へ提供するための
情報共有の場になっていた。このことからデスカンファレンスなどを用いて看護師
への心理的支援を継続することが必要と考える。
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管理者からみた臨床倫理コンサルテーションの効用
名古屋第二赤十字病院　総合内科
◯野
の ぐ ち
口　善
よしのり
令、山室　　理、加藤　　亙、永冨美知子、松岡　栄子、
　坂本　理恵、深谷　基裕、伊藤　義高、太田　有美、川田　新一
名古屋第二赤十字病院では、平成27年2月に倫理コンサルテーションチームが発足
して以来活動を続けてきた。約4年間の活動を振り返って、管理者の視点からみた臨
床倫理コンサルテーションの効用についてまとめてみたい。1職員の倫理的問題への
感性醸成現場でのモヤモヤ感が倫理的問題であることに気づきコンサルトする職員
が増加しつつある。現場での臨床倫理カンファレンスも開催できることが多くなっ
た。2対応困難患者への職員負担の軽減倫理コンサルテーションチームが介入するこ
とで職員を疲弊させる困難事例・病院対応事例の解決までの時間が大幅に短縮され
た。3倫理的問題に対する対応システムの構築治療拒否・診療拒否・終末期医療の判
断へのフローチャート作成を通じて現場での対応が一貫的で妥当性のあるものにな
りつつある。4部門間の対立の緩和部門、職種による価値観の違いに起因する対立を
倫理コンサルテーションチームがファシリテートした対話により緩和できた。5倫理
コンサルテーションメンバーの満足度向上コンサルテーション活動を通じメンバー
自身が多くの学びを得てエンパワーメントされている。6職員の孤立感の軽減どんな
問題にも相談先があることで病院職員の見捨てられ感、孤立感の軽減につながって
いる。当日は、上記の効用について事例を交えて報告する。
